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An Experimental Study of Stereotaxic Destruction of 
Cat Brain by Focused Ultrasound 
hy 
TA TSUO TAKEUCHI 
From the Department of Surgery, J untendo Universit、， Sch印》Iof Med1e1ne 
<Dir町tor: Prof. Dr. KENJI TANAKA) 
The stereotaxic destruction of cat's brain was studied by means of focused ultrasound 
of lMc/s frequency at an intensity of 1400W /cm2. 
The lesions were not showed along the pathway of the ultrasound heams except a 
pan-necrosis and the lesions were demarcated from the sorrounding brain tissue. 
The lesions could be produced in the any site and desired size under well controlled 
conditions. 
The blood vessels were les sensitive to the destruction. On the contrary, the white 
maffer was more sensitive to the destruction than the gray matter. 
In the case of hypophysis irradiation, especially the basophilic cells were .destroyed. 
When the focused ultrasound irradiated to the Westphal・ Edingernucleus with 
1400w /cm2 focal intensity, the eye of the irradiated side was constricted immediately, 
then dilated. 
In the intensity with 240w /cm2 above mentioned eye phenomena were not 
observed. 
The stereotaxic focal lesion could be detected by means of ultrasonic echo method. 
this detection was probahly caused hy the change of acoustic impedance by means of transient 
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Il ; 破壊巣内の血管の fl_~ I）史
11-6 w. E 核燃射
Hト7 脳下垂体破駿
























I-I-・ a I 集束ヘッド川、6)I （第3図J
従来のパラボラ式， レンズ式， 集束ヘッ ドによら




























～'.2.5 kgの健康な成ネコである． 実験に際してはp ネ
ン f'lー ル麻酔下，ネコ脳定位的固定台に固定しp 頭
頂部を中心に関頭し，硬膜を露出する. ；！でy ネコを







ン・プ I~ － .＼ CCを)i：.入した．叉必要に応じては， 適宜
静注を行なった．目前標本作成に際しては，ネンブター
ル麻酔下P 開胸し，上行大動脈を露出切開しp これ
より， 食塩水，ホ I~ '7リン液町立(if整流同定後，脳を別出
し，これを肉眼的に検索すると同時にp 組織！学的にエ






















成し， 7リユーパ ・ー パレラ染色によ り，破壊巣の大
きさを検討した． （表 I)
これを得られた破嬢巣の中でp 設大値で比較する
と， l 秒照射て・は， l x I mm, 2秒では1.2x 2mm, 3秒
では2×3mm, .1 fゅでは3x .t.5 mm. 5 (o'i）では3.3x 5.5 mm 
1u：位L；；伎による脳定｛立的敏壊に関する実験的研究 637 
表1 8秒3.5x 6mm, JO秒5x !Ommで，概ね照射時間の増大に
照射時間症 例破駿巣の大きさ（ヂテ×ヨコmm) 応じて破壊巣の大きさも増した．
一 ー 一 一一一一一一 111-3 照射畳と破寝巣の肉眼的所見｛第 I,5図j
1 fob ¥.. 402 : l×1 口強度1-IUO日々 がと一定にしF 照射時間を 1υから
¥u. -Il 1×1 5 （＇）；の範附で変え，夫々 の得られ た破壊巣について，
¥o. 406 1.1 x 1.8 照射 1 週間後のネコの｜ドiに就いてF 惇 4~を作成し肉眼
2l合 ¥o. 8-T 1.0×2.0 的に検討した．敏媛巣は一般にp 予めit人されたトリ
＼り 10-T 1.0×2.0 パンブ ）~ーで淡い背色に染って観察される小， 超音波
¥u. 407 1.5×2.0 軸の方向に長い楕円形を呈し， 脳表に近い皮質下で
¥". 2-T 1. 5 × ~.8 は，此の型態が崩れることが多く，とくに白質と灰白
3秒 ¥,. s-・1‘ 2×3 質の両方に破壊巣の範囲が及んだとき（；，白質の走行
¥u. 421 2×:2.8 に一致して破壊引のJi.ソミを示すことがある．一方破壊
¥o. 430 1.8×'2.7 1）~小， 白質に限局している阪に i:t，多くは楕円形を呈
.¥o. 430 3 X -l.5 している． 又悩深川における破壊巣でlし その長軸
i秒 、』 13 i 3 x l.3 はp 超音波の軸に一致して3 縦に長径の椅円形を呈
¥o. 27 ' '2.8×4.0 す．さらに脳底部の破壊県でU:，該部の頭蓋骨よりの
＼い 18 l 3.3×5.-1 以fj.f；皮による破駿とが重複した型態を示す．破接巣が
秒ー ¥ .21 3・今E ー 中等大のものでは，中心ぶより，むしろ灘れた音f,分
;i ¥u. 25 3.3×5・5 7り もっとも強い破簸像を示すことがある （二重構
¥<J. 23 3.:2 x 5.3 造），
＼り 22 3.1一×5ー.8一一一一 III 4 破壊巣の経時的変化
8秒 ¥<J. 20 3.2 x 5.5 1) 肉眼的所見（第6.7. 8図）
¥ ••. 29 3.5×6 E't: こ，破壊巣の大きさ l こ~，（＼，、ての項で述べた如く，
¥<J. 24 5×8 
'l、｛政!11.tb；主，多くの場合トリハン・ブルーで淡い青色
10.f;l> ＼り.23 5×10 に .J~ まる小円形乃至楕円形の巣として確認できる．中
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第5図 脳深；！，1；における破壊巣（矢印で破壊巣を示す）
第6図小破壊リ：












り， I b月後ではp 破塩基巣は， 糞胞化傾向が認めら
れP 健氏以との境界が区別される様になる．






































































H. E. X400 
（照射1週間50)






















る． 2 i 七 lf~Hj j ， 音強度1400 W /cm2 1 ¥o. 75 1 
第17図 ¥'. E 後破壊 第18図 W. E.核破壊
破壊巣の中心と核の中心とは万全に一致せず，核
の周辺に似峻＇.tがJ主人fもの． しかしi撞孔症状は




壊巣が W E 核の中心に一致し核破壊が行なわ
第21図 Westphal-Edin日er核破壊（同弱郭大）
H. E. x 100 
れた随孔位状は継続的． 照射時間3f’b，音強度










表 3 W estpha I-Edinger核破壊 H群
(240 w/cm2 5秒照射）
症例 破壊巣の白無 随孔症状 症状継続何ニ
＼υ84 なし あり 一過性
¥o. 85 なし あり 一過』性
＼υ86 なし なし
X。87 なし あり 一過性
＼り.88 なし あり 一過性
以上の様にp 臨孔症状の出現，その継術性に種々の
山梯があることを認めたボ， これに Westphal-Edin-







fuse bluning と三われる破嬢巣周辺部U:, 可逆的な
浮腫状態を呈しているのでp 若しこの，・；，；分に， w・E
核の－；＇：じが合まれたに過きないときは， IKlfJ !1＇！.・iをよ
り陸孔症状は認められるが， その症状は 過ー「！ー で継






































即ち 2～3日の短時日で症状の消失したものではp gu 
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H. E. X400 
第24図脳下垂体 破壊
胞，嫌性細胞共に可成りのものが同様な変性過程を示




























ムの中心軸を示すポイ ンター とp 検出用振動子支持部
よりなりp 支持；＇；1;士，ネコ固定台に決＇hし，ポイ ンタ

































































DETECTION OF FOCUSED LESION 













.1り｝をよりの比例J主検「I', 2 ：：＇.：＞！ ’i;fを I~Jj iι：1Ui’j、
第29図
DETECTION OF FOCUSED LESIO側







































；皮は時間の経過と共にそのエ手 tギー を；吠じ， 次司’：に
減少し， i欠で消失した． （表5)
表5 ・uドトコ大1悩の焦域の検出
症 例 ！ 反射j皮の継続した時間
_¥.,. 3-D 4分－！Of'
¥o. 20-D 4分1c1少







































































孔俸に右左 I点づっ，口腔l苅定棒に l点p 合計3点の
ピンホールをすーち，頭蓋単純像と，これらピンホール
の関係、で係’契t，問定をftなう僚にしていろ．必要に応
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